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推
進
協
は
１

月
15
日
、
今
年

度
第
６
回
の
執

行
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
き
、
26
年

度
に
行
わ
れ
る
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定

へ
の
評
価
と
翌
27
年
度
の
本
改
定
に
向

け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

来
年
度
の
臨
時
（
期
中
）
改
定
で
、

介
護
職
員
を
対
象
に
最
大
で
月
１
万
９

０
０
０
円
の
賃
上
げ
を
実
現
す
る
措
置

が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
介

護
保
険
委
員
会
の
藤
村
二
朗
委
員
長
は

「
そ
の
う
ち
７
０
０
０
円
は
生
産
性
向

上
推
進
体
制
加
算
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
を
取
得

す
る
必
要
が
要
件
、
現
行
の
取
得
率
は

５
～
10
％
程
度
だ
。
そ
れ
が
取
れ
な
い

と
賃
上
げ
率
は
３
・
３
％
程
度
で
、
春

闘
（
25
年
は
５
・
25
％
）
に
追
い
つ
か

な
い
」
と
述
べ
、
政
府
が
掲
げ
る
「
他

職
種
と
遜
色
の
な
い
処
遇
改
善
」
が
看

板
倒
れ
に
な
る
と
の
懸
念
を
示
し
た
。

懸
上
忠
寿
事
務
長
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

（
ベ
ア
）
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
基

本
報
酬
の
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
配
分
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
た
の
に

対
し
、
藤
村
委
員
長
は
「
加
算
（
介
護

職
員
等
処
遇
改
善
加
算
）
の
上
乗
せ
に

加
算
（
生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
）

の
取
得
を
要
件
に
し
て
い
る
の
は
問
題

だ
。
ベ
ア
に
諸
条
件
を
つ
け
る
と
い
う

こ
と
自
体
、
他
業
種
で
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
」
と
批
判
し
た
。

田
伏
清
副
会
長
は
「
職
員
は
皆
、
１
万

９
０
０
０
円
賃
上
げ
さ
れ
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
」
と
話
し
、
施
設
の
加
算

取
得
状
況
に
よ
る
格
差
な
ど
現
場
に
混

乱
が
生
ま
れ
る
恐
れ
を
指
摘
し
た
。

ま
た
27
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
関

し
て
藤
村
委
員
長
は
「
物
価
と
賃
金
の

ス
ラ
イ
ド
の
導
入
に
向
け
た
非
常
に
重

要
な
年
で
あ
り
、
今
後
の
分
岐
点
と
な

る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

「
他
職
種
並
み
」へ
課
題
を
残
す

臨
時
報
酬
改
定
の
中
身
に
懸
念

第
６
回
執
行
委
員
会
を
開
催

衆
院
選
で「
高
市
政
権
」を
信
任

介
護
報
酬「
期
中
改
定
」を
盛
り
込
ん
だ
新
年
度
予
算
審
議
へ

介
護
職
員「
１
万
９
０
０
０
円
」賃
上
げ
に
な
お
課
題

　
政
府
は
昨
年
12
月
26
日
、
２
０
２
６
年
度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
、
介
護
現
場
で

働
く
人
の
処
遇
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定
（
期
中
改
定
）
の

実
施
を
盛
り
込
ん
だ
。
介
護
職
員
を
対
象
に
最
大
で
月
１
万
９
０
０
０
円
の
賃
上
げ

を
図
る
が
、
政
府
が
掲
げ
て
い
る
「
他
職
種
と
遜
色
な
い
処
遇
改
善
」
の
実
現
に
は

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
よ
っ
て
政
治
地
図
が
塗
り

替
え
ら
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
介
護
の
仕
組
み
作
り
に
向
け
た
議
論
が
新
し
い
国
会

で
ど
れ
だ
け
交
わ
さ
れ
る
の
か
が
注
目
だ

　
政
府
は
昨
年
11
月
に
決
定
し
た
新
た

な
総
合
経
済
対
策
で
「
他
職
種
と
遜
色

の
な
い
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
令
和
８

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
必
要

な
対
応
を
行
う
」
と
し
、
26
年
度
に
臨

時
改
定
（
期
中
改
定
）
を
行
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
期
中
改
定
の

時
期
を
待
た
ず
、
効
果
を
前
倒
し
す
る

目
的
で
今
年
度
補
正
予
算
（
昨
年
12
月

成
立
）
に
、
介
護
職
員
に
対
し
て
最
大

で
月
１
万
９
０
０
０
円
の
賃
上
げ
を
半

年
間
（
昨
年
12
月
～
今
年
５
月
）
実
施

す
る
た
め
の
補
助
金
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
補
助
金
は
①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
の
対
象
で

は
な
い
職
種
を
含
め
た
幅
広
い
介
護
従

事
者
に
対
し
て
月
１
万
円
②
生
産
性
向

上
や
協
働
化
に
取
り
組
む
施
設
・
事
業

■
何
の
た
め
の
処
遇
改
善
加
算
か

　
介
護
職
員
に
最
大
で
月
１
万
９
０
０

０
円
の
賃
上
げ
を
図
る
施
策
は
、
26
年

度
に
行
わ
れ
る
期
中
改
定
に
も
引
き
継

が
れ
る
。
昨
年
12
月
の
予
算
大
臣
折
衝

を
経
て
２
・
03
％
の
改
定
率
が
定
め
ら

れ
た
。
う
ち
１
・
95
％
分
が
「
介
護
分

野
の
職
員
の
処
遇
改
善
」に
充
て
ら
れ
、

今
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
具
体
的

な
賃
上
げ
額
は
以
下
の
通
り
。

▽
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
の
範
囲

に
訪
問
看
護
や
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど
を
加
え
、
幅
広
い

介
護
従
事
者
を
対
象
に
月
１
万
円
（
率

に
し
て
３
・
３
％
）
の
賃
上
げ

▽
生
産
性
向
上
や
協
働
化
に
取
り
組
む

事
業
者
の
介
護
職
員
を
対
象
に
月
７
０

０
０
円
（
同
２
・
４
％
）
を
上
乗
せ

▽
定
期
昇
給
２
０
０
０
円

　
併
せ
て
０
・
０
９
％
分
は
特
養
な
ど

介
護
施
設
の
食
費
の
基
準
費
用
額
引
き

上
げ
に
充
当
さ
れ
、
１
日
当
た
り
１
０

０
円
ア
ッ
プ
す
る
（
今
年
８
月
施
行
）。

　
介
護
職
員
に
対
し
て
月
１
万
９
０
０

０
円
の
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
れ
ば
、
25

年
春
闘
の
賃
上
げ
率
（
５
・
25
％
／
連

合
ま
と
め
）
を
上
回
る
６
・
３
％
の
賃

上
げ
が
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
仕
組
み
は
と
て
も
複
雑
だ
。
介

護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
の
上
位
区
分

で
あ
る
加
算
Ⅰ
と
Ⅱ
に
つ
い
て
全
区
分

に
適
用
さ
れ
る
引
き
上
げ（
月
１
万
円
）

を
行
っ
た
上
で
、
特
例
要
件
（
特
養
な

ど
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
生
産
性
向
上
推

進
体
制
加
算
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
取
得
と
実

績
報
告
）
を
満
た
せ
ば
、
加
算
率
が
上

乗
せ
さ
れ
る
（
月
７
０
０
０
円
）。
従

来
の
加
算
Ⅰ
、
Ⅱ
を
そ
れ
ぞ
れ
加
算
Ⅰ

イ
、
Ⅱ
イ
と
し
、
加
算
率
を
上
乗
せ
し

た
加
算
Ⅰ
ロ
、
加
算
Ⅱ
ロ
と
い
う
新
区

分
を
設
け
る
。
厚
労
省
が
１
月
16
日
、

社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
給
付
費
分
科

会
に
示
し
た
新
た
な
加
算
率
に
よ
る

と
、特
養
で
は
加
算
Ⅰ
ロ
は
17
・
６
％
、

加
算
Ⅱ
ロ
は
17
・
２
％
と
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
Ⅰ
イ
、
Ⅱ
イ
よ
り
１
・
３
％
分
が

上
積
み
さ
れ
て
い
る
。

　
推
進
協
の
第
６
回
執
行
委
員
会
で
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
（
下
段
記
事
参
照
）、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
加
算
Ⅰ
ロ
と

加
算
Ⅱ
ロ
へ
の
移
行
に
は
生
産
性
向
上

推
進
体
制
加
算
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
取
得
が

要
件
と
さ
れ
る
。
同
加
算
取
得
に
は
見

守
り
機
器
や
イ
ン
カ
ム
な
ど
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
機
器
を
最
低
一
つ
以
上
導
入
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
。
施
設
の
取
り

組
み
次
第
で
は
〝
満
額
〟
の
賃
上
げ
か

ら
取
り
残
さ
れ
る
介
護
職
員
が
出
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。
介
護
関
係
者
か
ら

は
「
介
護
職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
目

的
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
前
提
条
件
が

つ
け
ら
れ
る
加
算
で
対
応
す
る
の
は
お

か
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
処
遇
改
善
加
算
は

他
業
界
・
他
職
種
と
の
賃
金
格
差
を
な

く
し
、
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
介
護
職

員
を
厚
遇
し
よ
う
と
い
う
の
が
制
度
の

趣
旨
だ
っ
た
と
し
て
、「
年
間
賃
金
４

４
０
万
円
以
上
の
職
員
を
増
や
す
の
が

目
的
だ
っ
た
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に
か

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
処
遇
改
善
加
算
で
賄

お
う
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
よ
り
も
初
任
者
や
未
経
験

者
な
ど
の
最
低
賃
金
対
応
に
加
算
が
使

わ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
こ
れ
で

は
ベ
テ
ラ
ン
の
介
護
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
」
と
場
当
た
り

的
な
政
策
を
批
判
す
る
意
見
も
あ
る
。

■
建
設
的
な
国
会
論
戦
を
求
め
る

　
介
護
分
野
の
処
遇
改
善
は
昨
年
10
月

に
就
任
し
た
高
市
早
苗
首
相
の
「
看
板

政
策
」
だ
。
新
た
な
総
合
経
済
対
策
に

「
医
療
・
介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
盛
り
込
み
、
介
護
職
員
の
「
１
万
９

０
０
０
円
賃
上
げ
」
を
実
現
さ
せ
た
の

は
高
市
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
表

れ
と
し
て
評
価
す
る
声
も
大
き
い
。
一

方
、
高
市
首
相
が
社
会
保
障
制
度
の
あ

り
方
を
与
野
党
で
議
論
す
る
場
と
し
て

１
月
中
に
設
置
す
る
と
し
て
い
た
「
国

民
会
議
」
は
、
首
相
自
身
に
よ
る
衆
院

解
散
で
い
っ
た
ん
白
紙
化
さ
れ
た
。

　

総
選
挙
に
よ
っ
て
改
め
て
「
信
任
」

を
得
た
形
の
高
市
政
権
だ
が
、
低
賃
金

と
人
材
不
足
と
い
う
喫
緊
の
課
題
、
さ

ら
に
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
あ
り
方
な
ど
、
新
た
な
制
度

構
築
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
。
勢
力
分

布
が
一
変
し
た
国
会
に
お
け
る
議
論
に

国
民
的
な
注
視
が
必
要
だ
ろ
う
。

第6回執行委員会の様子
所
の
介
護
職
員
に
対
し
て

月
５
０
０
０
円
③
職
場
環

境
改
善
に
取
り
組
む
事
業

者
に
対
し
て
介
護
職
員
１

人
当
た
り
月
４
０
０
０
円

に
相
当
す
る
額
―
―
の
３

層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

②
で
は
特
養
な
ど
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
生
産

性
向
上
加
算
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ

の
取
得
が
要
件
と
な
る
。

③
は
介
護
職
員
な
ど
の
人

件
費
に
充
て
る
こ
と
が
可

能
で
、
②
の
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
厚

生
労
働
省
は
昨
年
12
月
に

同
補
助
金
の「
実
施
要
綱
」

を
自
治
体
に
通
知
。
ま
た

今
年
１
月
に
は
Ｑ
＆
Ａ

（
第
１
版
）
を
作
成
し
、

今
年
度
中
に
補
助
金
の
支

給
を
受
け
た
施
設
・
事
業

所
は
、
同
じ
く
今
年
度
中

に
賃
金
改
善
、
職
場
環
境

改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る

な
ど
の
内
容
を
示
し
た
。
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介
護
大
学
校
か
ら

１
月
25
日
、
第
38
回
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
、
推
進
協
介
護
大
学
校
で
は
、

１
月
９
日
と
16
日
の
２
日
間
、
国
家
試

験
対
策
直
前
講
座
（
講
師
・
介
護
大
学

校
校
長
尾
島
朱
美
）を
開
催
し
ま
し
た
。

試
験
に
対
す
る
不
安
や
焦
り
で
精
神
的

に
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
る
人
が
多
い
時
期

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
試
験
当
日
ま
で

の
残
り
の
日
々
を
、う
ま
く
過
ご
せ
ず
、

か
え
っ
て
何
も
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
人
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

一
昨
年
か
ら
始
め
た
研
修
で
あ
り
、
今

回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

10
法
人
・
10
施
設
か
ら
46
名
（
日
本

人
職
員
20
名
・
外
国
籍
職
員
26
名
）
の

受
験
生
が
２
日
で
約
17
時
間
に
及
ぶ
研

修
に
熱
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
国
家
試
験
午
前
の
部
・

パ
ー
ト
A
（
６
科
目
60
問
）、
２
日
目

は
、
午
後
の
部
パ
ー
ト
B
・
C
（
７
科

目
65
問
）
に
つ
い
て
傾
向
と
対
策
、
一

問
一
答
、
模
擬
問
題
（
解
答
・
解
説
）

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
試
験

直
前
・
本
番
中
の
心
得
や
試
験
問
題
関

連
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
尾
島
校
長

よ
り
『
必
ず
合
格
で
き
る
と
自
分
を
信

じ
て
、ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
』

と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

【
合
格
基
準
点
及
び
正
答
】 

令
和
８
年
３
月
16
日
14
時
、
合
格
基

準
点
お
よ
び
正
答
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。 

【
合
格
発
表
】 

令
和
８
年
３
月
16
日
14
時
、
合
格
者

の
受
験
番
号
を
試
験
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
結
果
通
知
】

令
和
８
年
３
月
19
日
発
送 

【
登
録
】

「
介
護
福
祉
士
」
と
な
る
に
は
、
申

請
・
登
録
す
る
必
要
が
あ
る
為
、
速
や

か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
見
込
み
受
験
を
し
た
方
は
「
改
め
て

提
出
す
る
書
類
」
欄
に
記
載
の
あ
る
証

明
書
を
令
和
８
年
４
月
10
日
ま
で
に
再

度
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

ユニットリーダー
研修

審
議
会
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
と

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
向
上
を
要
求

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
検
討
が
始
ま
る

推
進
協
は
1
月
6
日
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
実
地
研
修
施
設
の
施
設
長
、
受
入
担
当
者

な
ど
を
対
象
と
す
る
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

昨
年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
会
議
で
、
今
回
が
6

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
回
の
連
絡
会
議
は
、
昨
年
度
か
ら
厚
労
省

に
お
い
て
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
む
リ
ー
ダ
ー

研
修
事
業
の
見
直
し
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
受
け
、通
常
の
議
題
に
変
え
て
、「
新
た
な
リ
ー

ダ
ー
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
を
メ
イ

ン
の
議
題
と
し
た
。

推
進
協
の
赤
枝
会
長
は
、
冒
頭
挨
拶
で
こ
の

点
に
も
触
れ
、「
厚
労
省
は
審
議
会
か
ら
、ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
質
の
向
上
の
た
め
、
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
見
直
す
べ
き
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
見

直
し
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
生
産

性
向
上
ば
か
り
で
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
軽
視
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
先
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
へ
の
信
頼
性

が
失
わ
れ
な
い
か
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
も
う
一
度
き
ち
ん
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
研
修
事
業
に
つ
い
て
初

心
に
帰
り
、
見
直
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
抱
負
を
述
べ
る
と
共
に
、
今
後
の
検
討
に
期

待
を
寄
せ
た
。

理
解
し
定
着
さ
せ

浸
透
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
す

会
議
で
は
事
務
局
よ
り
「
座
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
見
直
し
の
要
点
と
進
め
方
」
と
す
る
見

直
し
方
針
が
示
さ
れ
た
（
別
表
）。

主
な
内
容
は
、
①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
見
え
る

化
す
る
（
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
②
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
を
日
常
業
務
に
す
る
（
定
着
プ
ロ
グ
ラ

ム
）、
③
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
共
通
言
語
に
す
る

（重要）座学のカリキュラム等見直しの要点と進め方
①

ユニットケアを
見える化する

（理解プログラム）

②
ユニットケアを
日常業務にする

（定着プログラム）

③
ユニットケアを
共通言語にする

（浸透プログラム）

④
実地研修の目的

明確化と
日程の短縮

⑤
ユニットケア

の推進

カリキュラムの
見直し

↓
別添

①ユニットケアが
具体的な介護手法
であることを教え
る内容
②カリキュラムの
多様化

↓
テキストの作成

ユニットケアと関
連付けた様式類を
策定の上、利用す
る。併せて、新た
な介護過程の展開
も構築

左記様式類をケア
会議などで活用し
ていくことで内部
に浸透

三本柱（理解、定
着、浸透）の具体的
な方法を見学し、
個人課題を完成さ
せる

※プレゼンは研修
カリキュラムに併せ
て別途検討する

選定調査票を
三本柱と連動
させることで
日常的にユ
ニットケアの
評価が可能に
する

第
２
回
総
務
企
画
広
報
委
員
会
開
催

推
進
協
の
総
務
企
画
広

報
委
員
会
（
委
員
長
佐
々
木

亀
一
郎
元
気
村
グ
ル
ー
プ

理
事
）
は
、
1
月
23
日
、
今

年
度
第
２
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。
今
年
予

定
さ
れ
て
い
る
推
進
協
創
立
20
周
年
記
念
式
典

の
開
催
概
要
の
報
告
や
来
年
度
の
広
報
戦
略
の

進
め
方
が
議
題
と
な
っ
た
。
推
進
協
は
昨
年
、

創
立
20
周
年
を
迎
え
て
お
り
、
今
年
、
記
念
誌

を
発
行
す
る
と
共
に
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

推
進
協
と
し
て
広
報
の
強
化
が
必
要

推
進
協
の
広
報
戦
略
が
総
務
企
画
広
報
委
員

会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
議
題
と
な
っ
た
。

会
議
で
は
、
ま
ず
事
務
局
よ
り
本
委
員
会
の

活
性
化
が
必
要
で
は
な
い
か
、
特
に
広
報
が
推

進
協
と
し
て
も
弱
い
た
め
、
委
員
が
順
番
に
推

進
協
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
書
い
て
は
ど
う
か
と

言
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
委
員

会
の
活
性
化
の
視
点
か
ら
、
広
報
の
強
化
に
前

向
き
な
発
言
が
多
く
出
た
。
こ
の
結
果
、
各
委

全
国
研
修
大
会
の
再
開
を
求
め
る

２
０
１
９
年
以
来
の
開
催
へ

福
井
１
区　
稲
田
朋
美
⑧
議
連
顧
問
、元
防
衛
相

岐
阜
１
区
※
野
田
聖
子
⑫
元
少
子
化
担
当
相

岐
阜
３
区　
武
藤
容
治
⑦
前
経
産
相

愛
知
４
区　
工
藤
彰
三
⑥

愛
知
９
区　
長
坂
康
正
⑥

兵
庫
５
区　
谷
公
一
⑨

兵
庫
10
区　
渡
海
紀
三
朗
⑫
元
文
科
相

奈
良
３
区　
田
野
瀬
太
道
⑥

岡
山
４
区　
橋
本
岳
⑥

広
島
２
区　
平
口
洋
⑦
法
相

比
例
中
国　
吉
田
真
次
③

福
岡
２
区　
鬼
木
誠
⑥
議
連
事
務
局
次
長

熊
本
３
区　
坂
本
哲
志
⑨
元
農
相

（
浸
透
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
だ
。

事
務
局
は
、
今
後
の
研
修
の
骨
格
と
し
て
、

ま
ず
は
受
講
者
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
の

理
解
促
進
を
図
り
、
そ
の
上
で
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

を
活
用
し
た
介
護
過
程
の
展
開
に
よ
る
日
常
業

務
の
実
施
方
法
と
、
そ
れ
ら
の
組
織
と
し
て
の

共
有
方
法
の
順
で
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
て

は
ど
う
か
と
説
明
す
る
。

介
護
職
員
な
ど
が
使
用
す
る
シ
ー
ト
類
に
つ

い
て
も
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
沿
っ
て
各
シ
ー
ト

が
記
述
さ
れ
る
と
、
そ
の
シ
ー
ト
を
使
っ
た
ケ

ア
会
議
な
ど
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
視
点
で
議

論
が
で
き
、
情
報
も
共
有
さ
れ
て
い
く
重
要
な

ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。
当
然
、
多
く
の
施
設
で

今
は
I
C
T
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
的
な
対
応
も
想
定
し
て
い
る
と
し

た
。事

務
局
で
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
事
業

実
施
は
令
和
9
年
度
か
ら
に
な
る
だ
ろ
う
と
観

て
お
り
、
具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
遅
く

と
も
来
年
度
に
は
結
論
を
出
せ
る
よ
う
「
実
地

研
修
施
設
連
絡
会
議
及
び
内
部
検
討
会
の
二
本

立
て
で
検
討
を
進
め
た
い
」
と
し
て
参
加
者
の

理
解
と
今
後
の
協
力
を
求
め
た
。

員
が
所
属
す
る
施
設
の
近
況
や
個
人
的
な
関
心

事
項
を
テ
ー
マ
に
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
掲

載
、
推
進
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
欄
へ
の

掲
載
を
視
野
に
、
各
月
一
人
ず
つ
の
委
員
が
記

事
を
執
筆
す
る
方
向
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

ま
ず
新
年
度
早
々
の
会
議
に
具
体
的
な
広
報
戦

略
の
案
を
事
務
局
が
提
示
と
し
、
４
月
ご
ろ
の

来
年
度
第
１
回
目
の
委
員
会
で
具
体
的
な
案
を

提
示
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

他
団
体
の
全
国
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
も
増

し
て
人
が
集
ま
っ
て
い
る

ま
た
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
2
0
1
9
年
の
神
奈
川
大
会
を
最

後
に
開
催
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
全
国
研
修
大

会
の
再
開
に
つ
い
て
議
論
と
な
っ
た
。

山
本
高
之
委
員
（
社
会
福
祉
法
人
一
乗
谷
友

愛
会
理
事
長
）
は
「
全
国
老
施
協
の
山
口
大
会

に
参
加
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
人
が
集

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
話
し
、
そ
の

数
は
1
0
0
0
人
規
模
と
の
感
想
も
述
べ
た
。

他
の
委
員
か
ら
も
同
様
の
発
言
が
あ
っ
た
。

佐
々
木
委
員
長
は
「
推
進
協
と
し
て
全
国
研
修

大
会
の
再
開
を
理
事
会
に
諮
る
こ
と
も
必
要
」

と
の
認
識
を
示
し
、
事
務
局
へ
次
回
の
理
事
会

に
向
け
て
検
討
を
求
め
た
。

　
２
月
８
日
投
開
票
の
衆
院
選
で
、
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟（
森
英
介
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
施
設
推
進
政
治
連
盟
（
佐
々
木
亀
一
郎

代
表
）
が
推
薦
し
た
候
補
者
は
26
人
全
員
が

当
選
を
果
た
し
た
。
選
挙
区
順
の
当
選
者
は

以
下
の
通
り
（
全
て
自
民
党
。
名
前
の
後
ろ

の
丸
数
字
は
当
選
回
数
、
次
い
で
議
連
で
の

役
職
と
主
な
閣
僚
経
歴
）。
※
議
連
未
加
入

北
海
道
４
区　
中
村
裕
之
⑥
議
連
事
務
局
長

北
海
道
８
区　
向
山
淳
②

秋
田
１
区
※
冨
樫
博
之
⑥

宮
城
２
区　
渡
辺
勝
幸
①

宮
城
４
区　
森
下
千
里
②

埼
玉
７
区　
中
野
英
幸
③

千
葉
７
区　
斎
藤
健
⑦
元
経
産
相

千
葉
11
区　
森
英
介
⑬
議
連
会
長
、
元
法
相

神
奈
川
３
区　
中
西
健
治
③

神
奈
川
６
区　
古
川
直
季
③

神
奈
川
17
区　
牧
島
か
れ
ん
⑥
元
デ
ジ
タ
ル
相

東
京
28
区　
安
藤
高
夫
③

長
野
４
区　
後
藤
茂
之
⑨
副
会
長
、元
経
済
再
生
担
当
相

　
２・８
衆
院
選

政
治
連
盟
推
薦　
26
人
が
全
員
当
選
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ゆ
か
し
く
香
る
す
ず
ら
ん
の
花
の
如
く

さ
り
げ
な
く 

さ
わ
や
か
な
介
護
を
目
指
し
ま
す

社
会
福
祉
法
人 

す
ず
ら
ん
福
祉
会

エ
ー
デ
ル
こ
ま
が
ね

地

域に
根ざした

施

設を
取材

【
施
設
紹
介
】

エ
ー
デ
ル
こ

ま
が
ね
は
、
二

つ
の
ア
ル
プ
ス

（
東
に
南
ア
ル

プ
ス
、
西
に
中

央
ア
ル
プ
ス
）

を
望
む
こ
と
が

出
来
る
ま
ち
と

し
て
有
名
な
長
野
県
駒
ヶ
根
市
に
あ

る
。東

京
か
ら
は
中
央
道
松
本
方
面
へ
向

か
い
、
途
中
の
諏
訪
湖
手
前
を
、
同
湖

か
ら
唯
一
の
流
出
河
川
で
あ
る
天
竜
川

に
沿
っ
て
伊
那
谷
方
面
へ
南
下
し
た
伊

那
谷
の
ほ
ぼ
中

央
部
の
駒
ヶ
根

市
の
高
台
に
あ

る
。
老
人
保
健

施
設
や
ケ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
を
一

体
化
し
た
整
備

が
さ
れ
て
お

り
、
周
辺
を
見

渡
す
眺
望
は
と

て
も
良
い
。

施
設
は
全
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
50
室
と

な
っ
て
い
る
。

【
法
人
の
紹
介
】

エ
ー
デ
ル
こ
ま
が
ね
を
経
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
す
ず
ら
ん
福
祉
会
（
松
川

常
夫
理
事
長
）
は
、
駒
ヶ
根
市
に
所
在

し
、
ゆ
か
し
く
香
る
す
ず
ら
ん
の
花
の

如
く
さ
り
げ
な
く
さ
わ
や
か
な
介
護
を

目
指
し
、「
思
い
や
り
と
笑
顔
」
を
理

念
に
掲
げ
て
い
る
。

【
施
設
の
特
長
】

施
設
は
平
成
16
年
10
月
に
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
22
年
目

に
入
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
現
状
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に
は
ま
だ
戻
せ

て
い
な
い
（
飯
島
泉
美
副
施
設
長
）
と

い
う
。
駒
ヶ
根
市
で
は
福
祉
施
設
で
の

コ
ロ
ナ
の
発
生
状
況
を
他
の
施
設
に
提

供
し
て
お
り
、
お
互
い
の
施
設
で
そ
の

情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
見
え
る
眺
望
は
素
晴

ら
し
く
、
さ
ら
に
広
い
ベ
ラ
ン
ダ
や
中

庭
が
整
備
さ
れ
、
ま
さ
に
自
然
を
取
り

入
れ
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
、

室
内
に
も
き
め
細
か
な
環
境
整
備
も
さ

れ
て
い
た
。

訪
問
し
た
日
の
一
週
間
前
に
た
ま
た

ま
日
光
猿
軍
団

の
方
が
来
園
さ

れ
た
と
の
こ
と

で
久
し
ぶ
り
に

ご
家
族
や
地
域

の
方
々
と
の
交

流
も
で
き
た
よ

う
だ
。

ユ
ニ
ッ
ト
で

は
入
居
者
の
方

が
お
し
ぼ
り
を
た
た
ん
で
い
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。
本
人
か
ら
の
申
し
出
で
、

い
つ
も
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う

だ
。
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
気
に
な
る

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
思
い
が
け

ず
ご
意
見
も
い
た
だ
い
た
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
飯
島
副
施

設
長
は
、
早

く
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
戻
し

た
い
と
言

う
。
福
祉
避

難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
も

あ
り
、
地
域
サ
ロ
ン
や
出
前
活
動
も
再

開
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
す
そ

野
を
広
げ
地
域
の
方
々
に
エ
ー
デ
ル
こ

ま
が
ね
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標

と
話
す
。

　
飯
島
副
施
設
長
は
人
材
育
成
に
も
強

い
関
心
示
し
て
お
り
、
駒
ヶ
根
市
に
お

い
て
今
後
の
地
域
福
祉
の
核
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

©Google

宮城支部 支部連絡会開催

厚労省課長を講師に車座会議の 
独自開催も検討

推 進 協 宮 城 支 部
（支部長阿部仁美）
は12月17日、特別養
護老人ホーム壱ノ町
にて、宮城県推進協
会員施設連絡会を開
催した。

阿部仁美宮城支部
長は、冒頭のあいさ

つで「宮城県では、ユニットケアの研修会や
情報提供の場を設けるなどして会員拡大に繋
げたい」と決意を述べた。

推進協本部からは、佐々木亀一郎理事が出
席し、活動の現況を報告した。特に、賃金・
物価上昇に伴う介護報酬のスライド対応と期
中改定の実施は推進協としても強く要望して
おり、今後も引き続き対応が必要とした。ま
た、令和7年度補正予算では、「医療・介護等
支援パッケージ」を緊急措置し、介護分野の
人材流出を防ぐための緊急対応として、介護
分野の賃上げ・職場環境改善の支援を行うこ
ととなっていると厚労省対応状況を説明した。

会議では今後の宮城県研修会についての意 会議の様子

見交換が行われ、次のような案が出された。
「厚労省の高齢者支援課長等を招いて、車座
会議の開催」、「厚生大臣等による基調講演」、

「推進協の活動の紹介」、「ユニットケアの他
県の取り組み事例の紹介」、「施設長や、ユニッ
トリーダー、一般職員などに分かれてグルー
プワーク」などで活発な意見交換となった。

また、今後の宮城支部活動の在り方につい
ては、宮城県の推進協会員施設間の情報交換
会を年に2～3回開催する事を決めた。

ユニットリーダー研修の広報に
SNSの活用や県庁との連携も協議

その他にも多様な意見交換が行われ、推進
協のユニットリーダー研修の案内を宮城県へ

集合写真

届けて、各施設に研修案内が届くようにする
ことなどが話しあわれた。また、施設が今抱
える課題も多く出された。研修を受けても、
現場職員や上席に阻まれ研修内容を活かせな
いことを踏まえたユニットリーダー研修カリ
キュラム見直しの必要性、職員が少なくて研
修に出せない場合の対応方法、推進協の活動
やユニットリーダー研修の様子をSNSで発
信する必要性、補助金の活用方法の見直し要
望（医療機構等からの借り入れを自己資金と
して認める）などが提起された。

推進協本部では「全国の支部でも同様の連
絡会議の開催を期待したい」（推進協懸上事務
長）と話し、また、こうした意見については
推進協としても受け止めが求められるとした。

阿部仁美宮城支部長

㊨飯島副施設長、
㊧有賀みちる課長

わが地域 わが支部わが地域 わが支部
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
12
月
24
日
〜

１
月
27
日

事
務
局
か
ら

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
楽
曲
と
世
界
観

先
日
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
観
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝

国
の
皇
后
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
生
涯
と
、

「
死
」
を
擬
人
化
し
た
存
在
「
ト
ー
ト
」

と
の
愛
を
描
い
た
作
品
で
す
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
滅
亡
、
自
由

を
求
め
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
心
情
、
登

場
人
物
が
抱
え
る
苦
悩
や
葛
藤
が
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
描
か
れ
ま
す
。
史
実
と
創

作
を
融
合
し
た
魅
力
的
な
登
場
人
物
、

■
来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
　
２
・

03
％
引
き
上
げ
を
決
定
（
12
月
24
日
）

政
府
は
来
年
度
に
行
う
臨
時
の
介
護

報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
来
年
度
予
算
の

大
臣
折
衝
を
踏
ま
え
て
２
・
03
％
の
改

定
率
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
介
護
職

員
以
外
の
幅
広
い
介
護
従
事
者
を
対
象

に
月
１
万
円
の
賃
上
げ
を
実
施
す
る
な

ど
処
遇
改
善
分
と
し
て
１
・
95
％
、
食

費
の
基
準
費
用
額
を
１
日
当
た
り
１
０

０
円
引
き
上
げ
る
た
め
に
０
・
09
％
が

措
置
さ
れ
る
。
前
者
は
今
年
６
月
、
後

者
は
同
８
月
に
施
行
さ
れ
る
。

■
利
用
者
２
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
は

結
論
先
送
り
を
決
定
（
12
月
24
日
）

政
府
は
大
臣
折
衝
事
項
と
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
２
割
負
担
の
対

象
と
な
る
所
得
基
準
見
直
し
に
関
し
て

は
「
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

の
開
始
（
令
和
９
年
度
～
）
の
前
ま
で

に
結
論
を
得
る
」
と
盛
り
込
ん
だ
。

■
介
護
施
設
な
ど
で
の
虐
待
が
４
年
連

続
で
過
去
最
多
を
更
新
（
12
月
25
日
）

厚
労
省
は
24
年
度
に
介
護
施
設
・
事

業
所
の
職
員
に
よ
る
虐
待
と
判
断
さ
れ

た
件
数
が
１
２
２
０
件
で
前
年
度
よ
り

８
・
６
％
増
加
し
、
過
去
最
多
を
更
新

し
た
と
い
う
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

増
加
は
４
年
連
続
。
虐
待
で
死
亡
に

至
っ
た
事
例
は
５
件
だ
っ
た
。

■
今
年
度
当
初
の
特
養
待
機
者
は
約
21

万
人
（
12
月
25
日
）

厚
労
省
は
25
年
４
月
１
日
時
点
の
要

介
護
３
以
上
の
特
養
待
機
者
が
、
20
万

６
０
０
０
人
で
前
年
同
時
期
と
比
較
し

て
４
万
７
０
０
０
人
減
っ
た
と
す
る
集

計
結
果
を
公
表
し
た
。
特
例
入
所
の
対

象
と
な
る
要
介
護
１
・
２
の
待
機
者
は

１
万
８
０
０
０
人
で
前
年
度
か
ら
４
０

０
０
人
減
少
し
た
。

■
厚
労
省
　
補
正
予
算
に
よ
る
処
遇
改

善
の
要
綱
を
通
知
（
12
月
25
日
）

今
年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た

新
た
な
総
合
経
済
対
策
と
し
て
行
わ
れ

る
介
護
分
野
の
処
遇
改
善
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
の
実
施
要
綱
を
都
道
府
県
に

通
知
し
た
。
介
護
職
員
以
外
も
含
む
幅

広
い
介
護
従
事
者
を
対
象
に
12
月
か
ら

半
年
間
、
月
１
万
円
の
賃
上
げ
な
ど
を

行
う
た
め
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

■
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
い
る
特
養

は
約
７
割
（
12
月
25
日
）

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
介
護
施
設

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
協
力
医
療
機
関
の

選
定
（
26
年
度
末
ま
で
経
過
措
置
）
に

つ
い
て
、
厚
労
省
は
昨
年
８
月
１
日
時

点
の
状
況
を
調
査
し
、
公
表
し
た
。
診

療
体
制
の
常
時
確
保
や
入
院
の
原
則
受

け
入
れ
体
制
な
ど
に
つ
い
て
す
で
に
連

携
を
図
っ
て
い
る
施
設
は
特
養
が
67
・

９
％
、
老
健
が
83
・
３
％
だ
っ
た
。

■
来
年
度
予
算
案
が
決
定
　
介
護
予
算

は
１
・
４
％
増
加
（
12
月
26
日
）

政
府
は
過
去
最
大
と
な
る
一
般
会
計

総
額
約
１
２
２
兆
３
０
０
０
億
円
の
26

年
度
予
算
案
を
決
定
し
た
。
厚
労
省
の

一
般
会
計
予
算
約
35
兆
円
の
う
ち
介
護

に
は
今
年
度
当
初
予
算
よ
り
１
・
４
％

多
い
約
３
兆
８
０
０
０
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
主

眼
と
す
る
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定
（
改

定
率
２
・
03
％
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

■
高
市
首
相
　
超
党
派
の「
国
民
会
議
」

立
ち
上
げ
へ
（
１
月
５
日
）

三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
た
年
頭
記

者
会
見
で
社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す

る
「
国
民
会
議
」
を
１
月
に
立
ち
上
げ

る
と
述
べ
た
。
野
党
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
給
付
付
き
税
額
控
除
な
ど
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
話
し
合
う
。

■
推
進
協
　
介
護
保
険
委
員
会
開
催

（
1
月
9
日
）

6
月
の
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
総
会
に
向
け

た
要
望
項
目
の
検
討
を
行
っ
た
。
令
和

9
年
度
介
護
報
酬
改
定
や
社
会
保
障
国

民
会
議
へ
の
対
応
が
主
な
論
点
と
し
、

ま
た
、
厚
労
省
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
も
課
題

と
し
た
。

■
昨
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産
が
過
去

最
多
（
１
月
９
日
）

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
は
介
護
事
業
者

の
倒
産
が
25
年
、
１
７
６
件
で
前
年
よ

り
２
・
３
％
増
え
、
２
年
連
続
で
最
多

を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
中
で
も
訪

問
介
護
が
91
件（
前
年
比
12
・
３
％
増
）

と
突
出
し
た
。

■
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
補
助

金
支
給
（
１
月
９
日
）

厚
労
省
は
業
務
効
率
化
を
目
的
と
す

る
中
小
企
業
庁
の
「
省
力
化
補
助
金
」

の
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人
や
中
小
企

業
な
ど
が
運
営
す
る
介
護
施
設
・
事
業

所
が
清
掃
、
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
を
購
入
す

る
場
合
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
周
知
し
た
。

■
処
遇
改
善
へ
ケ
ア
プ
ラ
ン
連
携
促
進

の
取
り
組
み
を
周
知
（
１
月
13
日
）

今
年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た

介
護
分
野
の
賃
上
げ
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
厚
労
省
は
月
５
０
０
０
円
の
上
乗

せ
措
置
に
向
け
た
要
件
（
訪
問
・
通
所

系
な
ど
が
対
象
）
と
し
て
い
る
ケ
ア
プ

ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
へ
の
加
入

を
促
進
す
る
た
め
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
購
入
費
助
成
や
同
シ
ス
テ
ム
の
利
用

料
を
今
年
５
月
ま
で
無
料
に
す
る
「
フ

リ
ー
パ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
改
め
て
周
知
し
た
。

■
１
定
員
当
た
り
２
万
４
０
０
０
円
補

助
の
実
施
要
綱
を
周
知
（
１
月
14
日
）

厚
労
省
は
今
年
度
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
サ
ー
ビ
ス
継
続
支
援
事
業
の

実
施
要
綱
を
周
知
し
た
。
特
養
な
ど
介

護
施
設
に
対
す
る
食
料
費
支
援
（
定
員

１
人
当
た
り
上
限
１
万
８
０
０
０
円
）、

介
護
施
設
・
事
業
所
が
行
う
食
料
品
備

蓄
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
対
す

る
支
援
（
同
６
０
０
０
円
）
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
を
定
め
た
。

■
来
年
度
臨
時
改
定
　
特
養
は
１
・

３
％
分
の
加
算
上
積
み
（
１
月
16
日
）

26
年
度
に
行
わ
れ
る
臨
時
の
介
護
報

酬
改
定
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
介
護
職

員
を
対
象
に
し
た
月
７
０
０
０
円
の
上

乗
せ
措
置
の
詳
細
を
介
護
給
付
費
分
科

会
で
示
し
た
。
特
例
要
件
（
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
は
生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算

の
取
得
な
ど
）
を
満
た
せ
ば
、
介
護
職

員
等
処
遇
改
善
加
算
の
加
算
Ⅰ
・
Ⅱ
に

加
算
率
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
特
養
の
加

算
Ⅰ
は
16
・
３
％
→
17
・
６
％
、
同
Ⅱ

は
15
・
９
％
→
17
・
２
％
と
な
る
。

■
厚
労
省
　
医
療
機
関
と
の
連
携
状
況

調
査
を
来
年
度
実
施
（
１
月
16
日
）

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果
検
証

な
ど
を
目
的
に
26
年
度
に
実
施
す
る
調

査
の
一
環
と
し
て
、
特
養
な
ど
高
齢
者

施
設
と
協
力
医
療
機
関
と
の
連
携
状
況

な
ど
を
調
べ
る
方
針
を
介
護
給
付
費
分

科
会
で
示
し
た
。

■
推
進
協
　
野
田
聖
子
衆
院
議
員
候
補

に
推
薦
状
交
付
（
1
月
27
日
）

今
般
の
衆
院
選
に
岐
阜
１
区
か
ら
立

候
補
し
た
自
民
党
公
認
候
補
で
元
総
務

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

新
年
に
あ
た
っ
て
、
今
こ
そ
見
直
し
た
い

“
職
場
の
当
た
り
前
”

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
あ
い
ま
い
”に
な
っ
て
い
る「
残

業
時
間
の
削
減
」
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
た
い
で
す
。
現
在
、
施
設
内
デ
ジ
タ

ル
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
行
に
残
業
が
減
り
ま
せ
ん
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
よ
い

か
、
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
ま

た
月
介
護
職
員
が
平
均
8
時
間
程
度
は

残
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

残
業
は
、
頑
張
り
の
証
で
は
な
く
、

組
織
の“
設
計
ミ
ス
”の
結
果
で
あ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
2

�

0

�
2
�6�

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、今
年
こ
そ「
残

業
を
前
提
に
し
な
い
働
き
方
」
を
経
営

課
題
と
し
て
正
面
か
ら
考
え
る
一
年
に

し
て
み
る
こ
と
は
、
組
織
全
体
を
見
直

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
関
係
は
単
な
る
道
具
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
至
っ
て
は
、
す
で
に

家
電
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
時
に
、
労
働
時
間
は
、「
指
揮
命
令

下
に
お
か
れ
た
時
間
」
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
っ
て
業
務
効
率
が
上
が
る
は

ず
な
の
に
残
業
が
減
ら
な
い
場
合
、
そ

こ
に
は
必
ず
「
仕
事
の
流
れ
」
や
「
役

割
分
担
」、「
判
断
の
仕
方
」
に
問
題
が

潜
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
入
力
作
業

が
早
く
な
っ
て
も
、
確
認
作
業
が
二
重

三
重
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
結
果
と
し
て

労
働
時
間
は
短
く
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

権
限
の
範
囲
と
し
て
「
誰
が
判
断
す
る

の
か
」「
ど
こ
ま
で
現
場
で
完
結
し
て

よ
い
の
か
」
が
曖
昧
な
職
場
で
は
、
待

ち
時
間
や
や
り
直
し
が
積
み
重
な
り
、

残
業
の
温
床
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
月
8
時
間
の
残
業
が
「
業

務
量
」
な
の
か
、「
段
取
り
」
や
「
判

断
の
遅
れ
」
な
の
か
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
業
務

の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、「
今
日
や

ら
な
く
て
も
よ
い
仕
事
」
を
整
理
す
る

こ
と
が
、
最
も
即
効
性
の
あ
る
残
業
対

策
と
な
り
ま
す
。
残
業
を
職
員
の
努
力

で
減
ら
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
残

業
が
出
な
い
設
計
」
に
組
織
が
変
え
て

い
く
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
新
年
に
取

り
組
む
べ
き
本
質
的
な
人
事
労
務
対
策

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

　
栗
田
淳
二

日
本
一
と
言
え
る
ほ
ど
の
絶
大
な
人
気

作
品
で
す
。

皇
后
と
「
死
」
と
い
う
、
相
反
す
る

二
つ
の
存
在
が
織
り
な
す
禁
断
の
愛

が
、
こ
の
作
品
の
大
き
な
魅
力
。
ト
ー

ト
に
付
き
従
う
ダ
ン
サ
ー
達
は
、
黒
羽

を
つ
け
「
死
の
ダ
ン
サ
ー
」
と
し
て
表

現
さ
れ
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
ト
ー
ト
の

心
理
を
ダ
ン
ス
で
表
現
す
る
迫
力
は
圧

巻
で
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
も
歌
唱
も
素
晴

ら
し
く
、1
か
月
以
上
た
っ
た
今
な
お
、

余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。�

（
井
田
）

相
の
野
田
聖

子
前
衆
議
院

議
員
に
安
江

紀
子
副
会
長

（
社
会
福
祉

法
人
幸
紀
会

理
事
長
）が

推
薦
状
を
交

付
し
た
。

左から後藤喜代司施設長（幸
紀会特養燦燦）、野田聖子前
衆議院議員、安江紀子副会長
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